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　本号では、前号（2011年８月）に引き続き、報告書の第2章第3節以降を掲載する。なお、序章か

ら第２章第２節までを前号（2011年８月）に掲載している。

　2010年度、労協連委託事業「食と農と環境を結んだ仕事おこし推進事業」は、食・農・環境の「つ

ながり」の中に協同労働の基盤を見出していくために、現地調査等を踏まえながら、農山村地域

の再生の可能性と課題を整理することを目的に、2010年10月より研究活動を開始した。

　2010年度は、東京農工大学農学部の環境教育学研究室（朝岡研究室）及び千賀裕太郎研究室と協

同総研による共同研究「農山村の再生とコミュニティ・ビジネス・協同労働の可能性」（略称；農

山村再生と協同労働の可能性、３カ年）の初年度と連携しての研究活動となった。

　2010年度のプロジェクトに関する本報告書の構成は次のとおりである。

特集

労協連委託研究 2010年度報告書
｢食と農と環境を結んだ仕事おこし」推進事業調査

－労協連合会委託研究、東京農工大学共同研究報告－ Part2

序章　持続型地域建設における「協同労働」への期待  ……… 千賀裕太郎（東京農工大学大学院教授）

第 1 章　農山村再生と協同労働の視点　  ……………………… 古谷　直道（協同総合研究所副理事長）

第 2 章　推進事業のための事例調査  

　第 1 節　地域（集落）再生の事例  

　　　〔1〕鳥取県智頭町・若桜町　  ………………………… 田嶋　康利（協同総合研究所専務理事）

　　　〔2〕千葉県長南町  …… 小橋　暢之（協同総合研究所研究員）、青木　未知（労協連食農環境・産消連帯推進部）

　第 2 節　食の事業モデル  

　　　〔1〕とうふ工房事業　…………………………………… 榎本　木綿（協同総合研究所事務局長）

　　　〔2〕米粉パン工房事業　（以上、前号）  ………………… 島田圭一郎（協同総合研究所理事長）

　第 3 節　農と W の接点  （以下、本号）

　　　〔1〕ワーカーズコープ光　  ………………………………古谷　直道（協同総合研究所副理事長）

　　　〔2〕しらたかノラの会　……  堀内 亮太（ 前東京農工大学大学院修士課程）、　楠野 晋一（協同総合研究所研究員）

第 3 章　震災復興と協同労働　 ………………………………… 古谷　直道（協同総合研究所副理事長）

第 4 章　事例に対する評価  ……………………… 千賀裕太郎、朝岡　幸彦（東京農工大学大学院教授）

おわりに　 …………………………………………………………  田嶋　康利（協同総合研究所専務理事）

 （所属は執筆当時のもの）


	230号_5_特集_特集にあたり



